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和文要旨

本研究は、何故、人は化粧を行なうのかという素朴な問いを明らかにすることを目的にした。研究１
において、化粧水を使用する行為は、“肌の水分量”を対象とし、主体が“肌の水分量”に価値・意味
を認める文化に属することで動機付けられ行なわれていた。そして、ファンデーションを使用する行為
は、“自然な顔”を理想とし、主体が“自然な顔”に価値・意味を認める文化に属することで動機付け
られ、対象である肌に行なわれていた。この“肌の水分量”、“自然な顔”は誰にとっても同じ現実では
なく、化粧文化の価値・意味を認め、化粧文化に属することによって可視的になる現実であった。研究
２では、研究１で示したインフォーマントたちが知覚していた肌の現実が、化粧の文化的実践の影響を
受けており、化粧文化に相対的であることを示していた。本研究であげた２つの化粧行為は、行為の対
象と動機が密接に関係していたという点で共通していた。

キーワード： 化粧、肌、文化、社会文化的アプローチ、現実

Keywords：Make up,Skin,Culture,Sociocultural－approach,Reality

1. はじめに

何故、人は化粧を行なうのであろうか。日本

の多くの女性たちは、日常的な営みとして化粧

(メイクアップとスキンケアの両方を含意)を

行っている。阿部は、10代から60代のほとんど

の女性が何らかの形で化粧を日常的な習慣とし

て取り入れていることを示している［1］。化粧

を行なう人たちは、メイクアップ、スキンケア

に対して強い興味･関心を持ち、変遷していく肌

の科学やそれに伴う化粧技術を随時更新し、そ

の変化に伴い自らの信念や行為を更新してい

る。本研究は、心理学の社会文化的アプローチ

の視座から化粧と肌の社会的関係について検討

し、その社会的関係の中に化粧行為の動機を再

定式化するものである。

社会文化的アプローチとは、社会歴史的アプ

ローチ、活動理論、状況論などの総称であり、

人間の行為と文化･歴史の関連について焦点化

するものである［2］。社会文化的アプローチに

おいて人間の行為は、常に文化的であり、文化

を構成･維持する役割を持つとされる。例えば、

化粧水を塗るという行為は、化粧水という文化

的な人工物を使用する点で、文化･歴史を背負っ

た文化的な行為である言える。同時に、化粧水

を塗るという行為は、主体が化粧文化に属する

ことの表明にもなっている。つまり、化粧水を

使用することは化粧文化の存在を承認し、また、

化粧文化を構成･維持する行為であると言うこ

とが出来る。私たちの日常的な営みによって構

成されている文化は、身の回りの現実に強く影

響を与える存在でもある。例えば、夜空に浮か

ぶ星を想像してほしい。冬の星座として馴染み

の深いオリオン座は、ギリシア神話の中に出て

くる巨人オリオンに例えたものである。しかし、

昔の日本では、オリオン座の星座の位置関係は、

鼓のように見えたため、星座全体を指し“鼓星”
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